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衆
議
院
議
員
た
が
や
亮
君
提
出
建
築
物
石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
含
有
建
材
調
査
者
講
習
の
受
講
料
に
関
す
る
質
問
に
対

す
る
答
弁
書 

一
及
び
二
に
つ
い
て 

 
 

労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）
に
お
い
て
は
、
事
業
者
に
対
し
て
、
労
働
者
の
健
康
障
害
を
防

止
す
る
た
め
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
義
務
付
け
て
い
る
と
こ
ろ
、
当
該
義
務
を
履
行
す
る
た
め
に
必
要
な
費
用
に
つ

い
て
は
、
事
業
者
自
ら
が
当
然
に
負
担
す
べ
き
も
の
と
の
考
え
方
の
下
で
運
用
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 
 

そ
の
上
で
、
石
綿
に
よ
る
労
働
者
の
健
康
障
害
の
防
止
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
二
十
二
条
第
一
号
及
び
第
二
十
七
条
第
一

項
、
石
綿
障
害
予
防
規
則
（
平
成
十
七
年
厚
生
労
働
省
令
第
二
十
一
号
）
第
三
条
第
一
項
及
び
第
四
項
並
び
に
石
綿
障
害
予

防
規
則
第
三
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者
（
令
和
二
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
七
十
一
号
）
第

一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
事
業
者
に
対
し
て
、
建
築
物
の
解
体
又
は
改
修
の
作
業
を
行
う
と
き
は
、
石

綿
等
の
使
用
の
有
無
に
つ
い
て
、
御
指
摘
の
「
建
築
物
石
綿
含
有
建
材
調
査
者
」
に
よ
る
事
前
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
を
義

務
付
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
該
義
務
を
履
行
す
る
た
め
に
必
要
な
費
用
に
つ
い
て
は
、
事
業
者
が
負
担
す
べ
き
も
の
と
考

え
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
御
指
摘
の
「
建
築
物
石
綿
含
有
建
材
調
査
者
講
習
の
受
講
料
」
に
つ
い
て
、
「
国
が
負
担
す
べ
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き
」
と
は
考
え
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
事
業
者
が
当
該
受
講
料
を
御
指
摘
の
よ
う
に
「
教
育
訓
練
費
（
現
場
管
理
費
）
と
し
て

安
全
衛
生
経
費
の
中
に
含
め
る
」
こ
と
で
、
「
最
終
的
に
は
」
「
施
主
に
負
担
が
生
じ
る
」
こ
と
が
「
不
合
理
で
あ
る
」
と

は
考
え
て
い
な
い
。 


